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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
背凭れ部材と、
前記背凭れ部材の下方部位を固定して支持する下部支持体と、
前記下部支持体とは独立に傾倒可能であり、傾倒時に前記背凭れ部材の上方部位の相対的
なスライドを許容するスライド機構を介してこれを支持する上部支持体と、
前記スライド機構に付帯し、前記上部支持体を所定角度以上傾倒させたときに前記背凭れ
部材の上方部位の上部支持体に対するそれ以上のスライドを抑止するストッパと
を具備すると共に、
前記背凭れ部材の上方部位と前記上部支持体とのうち一方に前後に離間した壁に挟まれ上
下に拡張した空洞部を設け、他方に前記空洞部に挿入され空洞部内を摺動する挿入端を有
した挿入部を設けて前記スライド機構を構成しており、
前記上部支持体を所定角度以上傾倒させたときに前記挿入部の一部が前記空洞部を囲う壁
の一部に当接して前記ストッパとなり、
前記空洞部を前記背凭れ部材に設ける場合において、背凭れ部材よりも固く変形しにくい
摺接部材を背凭れ部材に取り付け、この摺接部材により空洞部の前壁を形成していること
を特徴とする椅子。
【請求項２】
前記他方よりも摩擦係数の低い摺接部材を前記他方に取り付け、この摺接部材により空洞
部の前壁または後壁を形成していることを特徴とする請求項１記載の椅子。
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【請求項３】
前記摺接部材が、左右の側壁と、両側壁の上端同士または下端同士を連絡する底壁とを有
し、それら側壁及び底壁がそれぞれ前記他方に接合していることを特徴とする請求項１ま
たは２記載の椅子。
【請求項４】
前記空洞部が、前壁、後壁及び左右の側壁に包囲されかつその上端または下端が底壁によ
り閉塞されたものであり、
前記挿入部が、前記一方に連接し前記他方に向けて突出する基端と、基端を足場にして上
下に伸長する挿入端とを有し、その挿入端が下方または上方から前記空洞部内に進入する
ものであることを特徴とする請求項１から３のいずれか１つに記載の椅子。
【請求項５】
前記空洞部の内形は前後寸法よりも幅寸法の方が大きく、
前記挿入部の挿入端の外形は前後寸法よりも幅寸法の方が大きいことを特徴とする請求項
１から４のいずれか１つに記載の椅子。
【請求項６】
挿入部の挿入端が幅方向に間欠的に複数存在しており、
それら挿入端を挿入する一または複数の空洞部を設けていることを特徴とする請求項１か
ら５のいずれか１つに記載の椅子。
【請求項７】
前記空洞部及び前記挿入部が前記上部支持体または前記下部支持体により後方から隠蔽さ
れていることを特徴とする請求項１から６のいずれか１つに記載の椅子。
【請求項８】
前記挿入部を前記他方に一体成形していることを特徴とする請求項１から７のいずれか１
つに記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、背凭れの傾倒機能を有した椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　背凭れをチルト等させることができる椅子が周知である。例えば、下記特許文献に開示
されている椅子では、背凭れ面を形成する張材の上方部位を上部フレームに支持させ、張
材の下方部位を下部フレームに支持させて、上部フレームを下部フレームに対し相対的に
傾倒させることで背凭れ面の変形を惹起するようにしている。
【特許文献１】特開２００２－１１９３７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記例の如き椅子は、伸縮性に富む張材を採用してはじめて作製することができる。だ
が、このような張材を着座者の身体荷重を受けても外れないようにフレームに張り付ける
工程は比較的煩瑣である。
【０００４】
　以上に鑑みてなされた本発明は、より簡便に組立可能な構造で背凭れのチルト等の傾倒
機能を実現することを主たる目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明では、背凭れ面を形成する背凭れ部材と、前記背凭れ部材の下方部位を固定して
支持する下部支持体と、前記下部支持体とは独立に傾倒可能であり、傾倒時に前記背凭れ
部材の上方部位の相対的なスライドを許容するスライド機構を介してこれを支持する上部
支持体と、前記スライド機構に付帯し、前記上部支持体を所定角度以上傾倒させたときに
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前記背凭れ部材の上方部位の上部支持体に対するそれ以上のスライドを抑止するストッパ
とを具備する椅子を構成した。このようなものであれば、背凭れ部材に特段の伸縮性は要
求されず、背凭れ部材として樹脂成形部材や樹脂成形部材にウレタンクッションを取り付
けたもの等を使用できる。従って、張材をフレームに張り付ける煩瑣な工程が省かれる。
加えて、スライド機構に付設したストッパにより、上部支持体の傾倒する範囲を規制する
ことができる。
【０００６】
　前記背凭れ部材の上方部位と前記上部支持体とのうち一方に前後に離間した壁に挟まれ
上下に拡張した空洞部を設け、他方に前記空洞部に挿入され空洞部内を摺動する挿入端を
有した挿入部を設けて前記スライド機構を構成しており、前記上部支持体を所定角度以上
傾倒させたときに前記挿入部の一部が前記空洞部を囲う壁の一部に当接して前記ストッパ
となるのであれば、ストッパ機能を具現する専用の部品を必要とせず、部品点数の徒な増
大を招かない。並びに、空洞部に挿入端を挿入する工数のみで、背凭れ部材の上方部位を
上部支持体に取り付けることができる。
【０００９】
　前記空洞部を前記背凭れ部材に設ける場合において、背凭れ部材よりも固く変形しにく
い摺接部材を背凭れ部材に取り付け、この摺接部材により空洞部の前壁を形成しているな
らば、背凭れ部材が着座者の身体荷重を受けて撓み変形するとしても空洞部の前壁は保形
され、挿入端の摺動を妨げない。
【００１０】
　スライド機構における挿入端の円滑な摺動を担保するには、前記他方よりも摩擦係数の
低い摺接部材を前記他方に取り付け、この摺接部材により空洞部の前壁または後壁を形成
することが好適である。
【００１１】
　前記摺接部材が、左右の側壁と、両側壁の上端同士または下端同士を連絡する底壁とを
有し、それら側壁及び底壁がそれぞれ前記他方に接合しているならば、摺接部材の取り付
けか強固になり、構造的に安定する。
【００１２】
　具体的には、前記空洞部を、前壁、後壁及び左右の側壁に包囲されかつその上端または
下端が底壁により閉塞されたものとし、前記挿入部を、前記一方に連接し前記他方に向け
て突出する基端と、基端を足場にして上下に伸長する挿入端とを有し、その挿入端が下方
または上方から前記空洞部内に進入するものとする。
【００１３】
　前記空洞部の内形について前後寸法よりも幅寸法の方を大きく設定し、前記挿入部の挿
入端の外形について前後寸法よりも幅寸法の方を大きく設定すれば、背凭れ部材が垂直軸
回りに旋回してしまうばたつきを抑制できる。
【００１４】
　挿入部の挿入端が幅方向に間欠的に複数存在し、それら挿入端を挿入する一または複数
の空洞部を設けるようにしても、背凭れ部材の旋回を抑制できる。
【００１５】
　スライド機構を露骨に表出させず、家具としての美観・格調を高めるには、前記空洞部
及び前記挿入部が前記上部支持体または前記下部支持体により後方から隠蔽されることが
望ましい。
【００１６】
　前記挿入部を前記他方に一体成形していれば、椅子の組立工数の削減に資する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、より簡便に組立可能な構造で背凭れの傾倒機能を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
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　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。本実施形態の椅子は、図１な
いし図５に示すように、脚１１と、脚１１に載置した支基１２と、支基１２の後端部に軸
４５回りに回動可能に軸支させた背支桿３と、前部を支基１２に、後部を背支桿３にそれ
ぞれ支持させた座受２１と、座受２１に取り付けた座部材２２と、背支桿３に取り付けた
背凭れ部材６とを備える。
【００１９】
　本実施形態では、背支桿３の下部４と上部５とが別個の部材となっており、背凭れ部材
６の下方部位を背支桿下部４に固定する一方、背凭れ部材６の上方部位を背支桿上部５に
上下スライド可能に支持させている。その上で、背支桿上部５を、背支桿下部４とは独立
に傾倒可能としている。
【００２０】
　詳述すると、下部支持体たる背支桿下部４は、支基１２の両側面よりも外側方に位置す
る左右一対のフレーム体４１と、両フレーム体４１を剛結する複数の剛結軸４４、４６、
４７と、フレーム体４１を直接外観できないよう被覆するカバー４２とを要素とする。背
支桿下部４は、側面視支基１２に枢着する下端部から後上方に延伸し、その上端付近で前
上方に屈曲した概形をなす。背支桿下部４の上端部には、背凭れ部材６の下方部位を取り
付けるための被取付部４３を設ける。この被取付部４３には、ボルトやビス等の締着具７
６を螺入せしめるナット孔（図示せず）を形成してある。
【００２１】
　上部支持体たる背支桿上部５は、下端付近が背支桿下部４における左右のフレーム体４
１の間に収まり、その下端付近を背支桿下部４の上端部に軸４８回りに回動可能に軸支さ
せる。背支桿上部５は、側面視やや弓状に湾曲しながら上方に延伸している。下端部は、
後下方に延出して背支桿下部４の後縁よりもオーバーハングする。
【００２２】
　背支桿上部５の上端部の前面側には、挿入部５１を設ける。図６ないし図９に示すよう
に、挿入部５１は、背支桿上部５の前面側に連接し前方に突出する基端５２と、基端５２
を足場にして上方に伸長する挿入端５３とが側面視略Ｌ字形をなすものである。挿入端５
３は、前後の厚みよりも左右の幅の方が大きい扁平体であり、後述する背凭れ部材６の空
洞部に差し入る。挿入端５３の前面は、側面視前方に膨出している。背支桿上部５は、挿
入部５１を含めて高強度の素材、例えばガラスナイロン製の一体成形品とする。
【００２３】
　図２、図５に示しているように、背支桿下部４の下端部、支基１２の直下に所在する剛
結軸４４は、支基１２との間に介在して背支桿３全体の後傾動作に相対する反力を生み出
すコイルばねやガススプリング等の弾性部材１３の一端と連結する。背支桿下部４の中間
付近の上縁側に所在する剛結軸４６は、座受２１の後部を回動可能に軸支する背座シンク
ロ軸となる。並びに、背支桿下部４の上端付近に所在する剛結軸４７は、背支桿上部５と
の間に介在して背支桿上部５のみの後傾動作に相対する反力を生み出す弾性部材１４の一
端と連結する。この弾性部材１４の他端は、背支桿上部５の下端部に連結する。
【００２４】
　背凭れ部材６は、着座者の背や腰を支える背凭れ面を形成し、着座者の身体荷重を受け
て撓み変形し得る。背凭れ部材６は、構造部材であるアウターシェル７と、着座者の身体
荷重を直接受けるインナーシェル８とを要素とする。
【００２５】
　図１、図３、図６等、図７に示しているように、アウターシェル７は、上端部及び下端
部を高さ方向の中間よりも後退させ、左右両側端部を幅方向の中央よりも前進させた三次
元形状の板状体である。高さ方向の中間部にあるランバーサポート７１は、湾曲して前方
に突き出す度合いが側面視背支桿上部５に比して大きい。ランバーサポート７１には、幅
方向に延伸するスリット７２を穿設している。ランバーサポート７１よりも上方の部位に
は、多数の肉抜き孔７３を穿設している。アウターシェル７の一定面積内で肉抜き孔７３
が占める割合である開口率は、アウターシェル７の上端部及び側端部に向かって漸次大き
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くなる。アウターシェル７の下端部には、背支桿下部４の被取付部４３に取り付けるため
の取付部７４を設ける。取付部７４は、背面よりも後方に大きく突出し、内空が前方に開
口しているもので、その後壁には締着具７６を挿通する挿通孔７４１を穿設してある。
【００２６】
　アウターシェル７の上方部位における中央、上端よりも所定寸法下がった箇所には肉抜
き孔７３を穿設せず、替わりに凹陥部７５を成形する。図７ないし図９に示しているよう
に、凹陥部７５は、前方に凹み後方に開口した形状をなす。凹陥部７５の左右の幅は、前
後の奥行よりも大きい。凹陥部７５の側壁７５１、上壁７５２及び下壁７５３の前縁、並
びに前壁７５４は、凹陥部７５の周囲の前面よりも前方に張り出す。凹陥部７５の側壁７
５１及び上壁７５２は、後面側においても縁取りをなすように後方に突き出しているが、
下壁７５３はそうではない。凹陥部７５の直下部分の後面は、凹陥部７５の前壁７５４に
近づくように傾斜した傾斜面としてある。凹陥部７５の前壁７５４の後向面には、幅方向
に亘って間欠的に複数本の突条７５５が存在する。突条７５５は、上下方向に延伸し、上
方に向かって前後寸法が漸次小さくなるテーパ状をなす。前壁７５４の下方寄りの箇所に
は、締着具９７を挿通する挿通孔７５６を穿設している。加えて、凹陥部７５の上壁７５
２と前壁７５４とが交差する入隅に、差込孔７５７を形成している。差込孔７５７は、凹
陥部７５の前壁７５４の上縁部に連なり、そこから凹陥部７５の上壁７５２を上下に貫通
する。
【００２７】
　インナーシェル８は、クッションを装着した上に張材でくるんであり、アウターシェル
７の前面側に取り付ける。アウターシェル７、インナーシェル８はそれぞれ、弾性変形可
能な素材、例えばポリプロピレン製の一体成形品とする。
【００２８】
　アウターシェル７の後面側には、背支桿上部５の挿入端５３を受容する摺接部材９を取
り付ける。図６ないし図９に示しているように、摺接部材９は、左右の側壁９１、前壁９
４、後壁９３及び上壁９２を有し、上方が閉塞され下方が開通した箱形をなすものである
。この摺接部材９の側壁９１、前壁９４、後壁９３及び上壁９２が、背支桿上部５の挿入
端５３を挿入するべき空洞部を囲う周壁となる。摺接部材９の内周面、特に前壁９４の後
向面は、挿入端５３が摺動しやすいよう平滑な面とする。摺接部材９の外寸は、凹陥部７
５の内寸に略対応する。そして、摺接部材９の内寸は、前後の奥行よりも左右の幅の方が
大きい。摺接部材９の後壁９３の下端は前壁９４の下端よりも上方にあり、側壁９１の下
端はそれらの下端同士を結ぶように傾斜している。前壁９４の下方寄りの箇所には、締着
具９７を螺入せしめるナット孔９５を形成している。ナット孔９５の周壁は、ボス状に前
方に突出する。加えて、上壁９２と前壁９４とが交差する出隅に、爪９６を設けている。
この爪９６は、前壁９４の上縁部において前方に若干突き出し、かつ上壁９２よりも上方
に延出している。摺接部材９は、アウターシェル７よりも固く、また摩擦係数の低い滑り
のよい素材、例えばポリアセタール製の一体成形品とする。
【００２９】
　背凭れ部材６を背支桿３に取り付ける手順を述べる。まず、アウターシェル７に摺接部
材９を取り付ける。摺接部材９の爪９６を凹陥部７５の上縁部に収め、差込孔７５７に下
方から差し込むと、摺接部材９の側壁９１の外側面が凹陥部７５の側壁７５１の内側面に
当接し、摺接部材９の上壁９２の上向面が凹陥部７５の上壁７５２の下向面に当接し、摺
接部材９の前壁９４の前向面が凹陥部７５の突条７５５に当接する。同時に、摺接部材９
の前壁９４の下端が凹陥部７５の下壁７５３の上向面に当接ないし近接し、摺接部材９の
ナット孔９５が凹陥部７５の挿通孔７５６に臨む。この状態で、締着具９７を前方から挿
通孔７５６に挿通し摺接部材９のナット孔９５に螺合緊締すれば、摺接部材９がアウター
シェル７に固定される。その後、既知の適宜の手法を用いて、アウターシェル７の前面側
にインナーシェル８を取り付ける。
【００３０】
　次いで、背凭れ部材６の上方部位及び下方部位を、背支桿上部５、背支桿下部４にそれ
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ぞれ支持させる。背支桿上部５の挿入部５１の挿入端５３をアウターシェル７の上方部位
の空洞部、換言すれば摺接部材９の内空に挿入し、背支桿下部４の被取付部４３の前面に
アウターシェル７の取付部７４の後壁を臨ませた上、締着具７６を前方から挿通孔７４１
に挿通し被取付部４３のナット孔に螺合緊締すれば、背凭れ部材６の背支桿３への取り付
けが完了する。
【００３１】
　図３に示しているように、本実施形態の椅子では、背支桿３が背凭れ部材６の後背、両
幅の中央に立設している。背凭れ部材６の上方部位における、背支桿３を後に控えた中間
領域Ｃの左右の領域Ｌ、Ｒは、撓み変形を通じて背支桿３と干渉することなく前後に変位
することができる。
【００３２】
　背凭れ部材６の後面側に固定した摺接部材９と、背支桿上部５の前面側に突設した挿入
部５１との係わり合いは、背凭れ部材６の上方部位を上下スライド可能かつ前後離反不能
に支持するスライド機構を構成する。図４、図５に示しているように、背支桿下部４を動
かさず、背支桿上部５のみを軸４８回りに傾倒させた場合、背凭れ部材６は側面視弓なり
に撓み変形し、その上方部位と下方部位との間にあるランバーサポート７１が前方に張り
出す。この際、背凭れ部材６の上方部位は背支桿上部５に対して相対的に下方に変位し、
挿入端５３は空洞部内を摺動して相対的に上方に変位する。背支桿上部５をさらに傾倒さ
せ、その傾倒角度が所定の大きさに達するとき、図９に示すように、挿入端５３の上端が
空洞部の底壁たる上壁９２に当接してそれ以上摺動できなくなる。結果、背支桿上部５の
それ以上の傾倒が阻まれる。即ち、スライド機構の構成要素である挿入部５１の一部と空
洞部の周壁９の一部とが当接することで、背支桿上部５の傾倒を抑止するストッパ機能が
営まれるのである。
【００３３】
　図３に示しているように、上記のスライド機構は、背支桿３により後方から隠蔽される
。背支桿上部５は、上方に向かって両幅が徐々に狭まるが、凹陥部７５の幅寸、摺接部材
９の幅寸、挿入部５１の幅寸は背支桿上部５の両幅よりも小さく、摺接部材９や挿入部５
１が背面視露骨に表出することはない。
【００３４】
　本実施形態によれば、背凭れ面を形成する背凭れ部材６と、前記背凭れ部材６の下方部
位を固定して支持する下部支持体４と、前記下部支持体４とは独立に傾倒可能であり、傾
倒時に前記背凭れ部材６の上方部位の相対的なスライドを許容するスライド機構を介して
これを支持する上部支持体５と、前記スライド機構に付帯し、前記上部支持体５を所定角
度以上傾倒させたときに前記背凭れ部材６の上方部位の上部支持体５に対するそれ以上の
スライドを抑止するストッパとを具備する椅子を構成したため、背凭れ部材６に特段の伸
縮性は要求されず、背凭れ部材６として樹脂成形部材や樹脂成形部材にウレタンクッショ
ンを取り付けたもの等を使用できる。従って、張材をフレームに張り付ける煩瑣な工程が
省かれる。加えて、スライド機構に付設したストッパにより、上部支持体５の傾倒する範
囲を規制することができる。
【００３５】
　前記背凭れ部材６の上方部位に前後に離間した壁９３、９４に挟まれ上下に拡張した空
洞部を設け、前記下部支持体４に前記空洞部に挿入され空洞部内を摺動する挿入端５３を
有した挿入部５１を設けて前記スライド機構を構成しており、前記上部支持体５を所定角
度以上傾倒させたときに前記挿入部５１の一部が前記空洞部を囲う壁９の一部に当接して
前記ストッパとなるため、ストッパ機能を具現する専用の部品を必要とせず、部品点数の
徒な増大を招かない。並びに、空洞部に挿入端５３を挿入する工数のみで、背凭れ部材６
の上方部位を上部支持体５に支持させることができる。
【００３６】
　前記空洞部を前記背凭れ部材６に設ける場合において、背凭れ部材６よりも固く変形し
にくい摺接部材９を背凭れ部材６に取り付け、この摺接部材９により空洞部の前壁９４を
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形成しているため、背凭れ部材６が着座者の身体荷重を受けて撓み変形するとしても空洞
部の前壁９４は保形され、挿入端５３の摺動を妨げない。
【００３７】
　前記背凭れ部材６よりも摩擦係数の低い摺接部材９を前記背凭れ部材６に取り付け、こ
の摺接部材９により空洞部の前壁９４及び後壁９３を形成しているため、スライド機構に
おける挿入端５３の円滑な摺動を担保できる。
【００３８】
　前記摺接部材９が、左右の側壁９１と、両側壁９１の上端同士を連絡する底壁たる上壁
９２とを有し、それら側壁９１及び底壁９２がそれぞれ前記背凭れ部材６の凹陥部７５に
接合しているため、摺接部材９の取り付けか強固になり、構造的に安定する。
【００３９】
　前記空洞部を、前壁９４、後壁９３及び左右の側壁９１に包囲されかつその上端が上壁
９２により閉塞されたものとし、前記挿入部５１を、前記上部支持体５に連接し前記背凭
れ部材６に向けて突出する基端５２と、基端５２を足場にして上下に伸長する挿入端５３
とを有し、その挿入端５３が下方から前記空洞部内に進入するものとしており、組立工程
における手間が緩和される。
【００４０】
　前記空洞部の内形について前後寸法よりも幅寸法の方を大きく設定し、前記挿入部５１
の挿入端５３の外形について前後寸法よりも幅寸法の方を大きく設定しているため、背凭
れ部材６が垂直軸回りに旋回するようなばたつき、がたつきを抑制できる。
【００４１】
　前記空洞部及び前記挿入部５１が前記上部支持体５により後方から隠蔽されるため、ス
ライド機構を露骨に表出させず、家具としての美観・格調を高めることができる。
【００４２】
　前記挿入部５１を前記上部支持体５に一体成形しているため、椅子の組立工数の削減に
資する。
【００４３】
　なお、本発明は以上に詳述した実施形態に限られるものではない。列挙すると、背凭れ
部材６におけるインナーシェル８及びクッション等は必須ではない。図１０に示す例は、
アウターシェル７自体が直接着座者の身体を支持する背凭れ面を形成する実施態様である
。この例では、背凭れ部材６の上方部位に成形している凹陥部７５は専ら後方に突出し、
前方には突出しない。凹陥部７５は、側壁７５１、前壁７５４及び上壁７５２に加え、左
右の側壁７５１の後縁同士を連絡する後壁７５８をも有している。凹陥部７５の上壁７５
２の下向面には、上方に凹む差込孔７５７を形成する。また、摺接部材９は、側壁９１、
前壁９４、上壁９２を有するが、後壁を有していない。摺接部材９を凹陥部７５に取り付
けたとき、摺接部材９の側壁９１、前壁９４、上壁９２及び凹陥部７５の後壁７５８が空
洞部を囲う周壁となる。
【００４４】
　上部支持体５の傾倒する範囲を規制するストッパについても、上記実施態様とは異なる
態様をとり得る。図１１に示す例では、上部支持体たる背支桿上部５を所定角度以上傾倒
させたときに、挿入部５１の基部が空洞部の周壁９３に当接してストッパ機能を営む。要
するに、挿入部５１の挿入端５３と空洞部の底壁９２とが当接してストッパとなるとは限
られない。
【００４５】
　図１２に示すように、挿入端７９を有する挿入部７７を背凭れ部材６に設け、挿入端７
９が挿入される空洞部を背支桿３に設けることもできる。この例における挿入部７７は、
背凭れ部材６の後面側に連接し後方に突出する基端７８と、基端５２を足場にして下方に
伸長する挿入端７９とが側面視略Ｌ字形をなすものである。挿入端７９の後面は、側面視
後方に膨出している。また、摺接部材９は、左右の側壁９１、前壁９４、後壁９３及び下
壁９８を有し、下方が閉塞され上方が開通した箱形をなしており、背支桿上部５に設けた
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凹陥部５４に固定する。この摺接部材９の摺接部材９の側壁９１、前壁９４、後壁９３及
び下壁９８が、挿入端７９を挿入するべき空洞部を囲う周壁となる。背支桿下部４を動か
さず、背支桿上部５のみを軸４８回りに傾倒させた場合、背凭れ部材６の上方部位は背支
桿上部５に対して相対的に下方に変位し、挿入端７９は空洞部内を摺動して相対的に下方
に変位する。背支桿上部５をさらに傾倒させ、その傾倒角度が所定の大きさに達するとき
、挿入端７９の下端が空洞部の底壁たる下壁９８に当接してそれ以上摺動できなくなる。
【００４６】
　図１３に示すように、背凭れ部材６の上方部位を上部支持体５に固定し、背凭れ部材６
の下方部位を下部支持体４にスライド機構を介してスライド可能に支持させるようにして
もよい。この例における挿入部７０は、背凭れ部材６のアウターシェル７の後面側に連接
し後方に突出する基端７０１と、基端７０１を足場にして上方に伸長する挿入端７０２と
が側面視略Ｌ字形をなすものである。また、摺接部材９は、左右の側壁９１、前壁９４、
後壁９３及び上壁９２を有し、下方が閉塞され上方が開通した箱形をなしており、背支桿
下部４の前面側に設けた凹陥部４０に固定する。この摺接部材９の摺接部材９の側壁９１
、前壁９４、後壁９３及び上壁９２が、挿入端５３を挿入するべき空洞部を囲う周壁とな
る。背支桿下部４を動かさず、背支桿上部５のみを軸４８回りに傾倒させた場合、背凭れ
部材６の下方部位は背支桿下部４に対して相対的に上方に変位し、挿入端７０２は空洞部
内を摺動して相対的に上方に変位する。背支桿上部５をさらに傾倒させ、その傾倒角度が
所定の大きさに達するとき、挿入端７０２の上端が空洞部の底壁たる上壁９２に当接して
それ以上摺動できなくなる。
【００４７】
　スライド機構を複数設けてもよい。図１４に示す例では、背支桿上部５の上端部が幅方
向に枝分かれし、その各枝と背凭れ部材６の上方部位との間にそれぞれスライド機構、即
ち空洞部９と挿入部５１との組を介設している。このようなものであっても、背凭れ部材
６が垂直軸回りに旋回するようなばたつき、がたつきを抑制できる。
【００４８】
　あるいは、挿入部５１の挿入端５３を幅方向に間欠的に複数並列させ、これら挿入端５
３を同一の空洞部に挿入するようにしても構わない。
【００４９】
　挿入端５３の前面（または、挿入端７９の後面）を側面視空洞部の前壁９４（または、
後壁９３）に向けて膨出させる替わりに、空洞部の前壁９４（または、後壁９３）を側面
視挿入端５３（または、挿入端７９）に向けて膨出させてもよい。
【００５０】
　摺接部材９もまた必須ではない。背凭れ部材６または支持体３に空洞部（及びその前壁
、後壁、底壁等の周壁）を一体的に形成することを妨げない。
【００５１】
　その他各部の具体的構成は、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の一実施形態の椅子の側面図。
【図２】同椅子のリンク機構を示す（カバーを除いた）側面図。
【図３】同椅子の背面図。
【図４】同椅子のチルト動作を示す側面図。
【図５】図２に対応して、同椅子のチルト動作を示す側面図。
【図６】同椅子におけるアウターシェル、背支桿上部及び摺接部材を示す要部分解斜視図
。
【図７】同椅子におけるアウターシェル、挿入端及び摺接部材を示す要部平端面図。
【図８】同椅子におけるアウターシェル、背支桿上部及び摺接部材を示す要部側断面図。
【図９】同椅子のチルト動作時の背凭れ部材の相対スライド移動を示す要部側断面図。
【図１０】本発明の変形例の一を示す要部側断面図。
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【図１１】本発明の変形例の一を示す要部側断面図。
【図１２】本発明の変形例の一を示す要部側断面図。
【図１３】本発明の変形例の一を示す要部側面図。
【図１４】本発明の変形例の一を示す背面図。
【符号の説明】
【００５３】
　３…支持体
　４…下部支持体
　５…上部支持体
　５１…挿入部
　６…背凭れ部材
　９…摺接部材、空洞部の周壁

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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